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東
京
農
業
大
学
図
書
館
に
は
、
造
園
関
連
の
貴
重
書

三
件
が
登
録
所
蔵
さ
れ
、
図
書
館
Ｈ
Ｐ
に
て
そ
の
電
子

画
像
デ
ー
タ
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。 

 

北
村
援
琴
『
築
山
庭
造
伝
』
（
つ
き
や
ま
に
わ
つ
く
り
で

ん
／
つ
き
や
ま
て
い
ぞ
う
で
ん
、
一
七
三
五
、
六
冊
）
、
秋

里
籬
島
『
都
林
泉
名
勝
図
会
』
（
み
や
こ
り
ん
せ
ん
め
い

し
ょ
う
ず
え
、
一
七
九
九
、
五
巻
六
冊
）
、
秋
里
籬
島

『
石
組
園
生
八
重
垣
伝
』
（
い
し
ぐ
み
そ
の
う
や
え
が
き

で
ん
、
一
八
二
七
、
二
巻
）
で
あ
る
。 

 

図
書
館
所
蔵
の
『
築
山
庭
造
伝
』
は
、
大
正
七
年
（
一

九
一
八
）
の
復
刻
版
で
前
篇
上
・
中
・
下
、
後
編
上
・
中
・

下
の
六
冊
か
ら
な
る
和
綴
じ
本
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
は

こ
の
本
は
秋
里
籬
島
が
北
村
援
琴
『
築
山
庭
造
伝
』
（
一

七
三
五
）
を
復
刻
し
て
前
篇
と
し
、
合
わ
せ
て
自
身
が

著
し
た
後
篇
を
加
え
て
上
下
六
冊
と
し
て
編
集
出
版

し
た
一
八
二
八
年
版
行
本
の
大
正
時
代
復
刻
版
、
と
い

う
の
が
正
し
い
理
解
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
公
開
さ
れ
て

い
る
図
書
館
所
蔵
の
造
園
関
連
貴
重
書
の
全
て
は
、
そ

の
原
本
が
秋
里
籬
島
の
手
に
な
る
江
戸
時
代
の
版
本
な

の
で
あ
る
。 

 

こ
の
秋
里
籬
島
の
三
点
の
書
籍
に
共
通
す
る
の
は
、
豊

富
で
詳
細
な
図
版
と
解
説
、
そ
し
て
実
用
に
応
え
る
書

物
だ
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。 

今
回
か
ら
三
回
に
わ
た
り
秋
里
籬
島
の
三
点
の
書
籍

に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
た
い
。 
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秋
里
籬
島
（あ
き
さ
と 

り
と
う
） 

 

秋
里
の
生
没
年
は
不
詳
で
あ
る
。
号
を
籬
島
軒
と
い
い

籬
島
軒
秋
里
と
も
称
し
て
い
る
。
主
に
、
江
戸
時
代
後

半
の
寛
政
・
享
和
（
一
七
八
九
～
一
八
〇
三
）
、
文
化
・

文
政
（
一
八
〇
四
～
一
八
三
〇
）
の
頃
に
京
都
を
中
心

に
活
躍
し
た
。
江
戸
後
期
に
流
行
し
数
多
く
版
行
さ
れ

た
「
名
所
図
会
」
の
さ
き
が
け
『
都
名
所
図
会
』
（
一
七
八

〇
）
の
編
著
者
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
秋
里
の
「
名

所
図
会
」
も
の
は
そ
の
後
、
大
和
（
一
七
九
一
）
、
和
泉

（
一
七
九
六
）
、
摂
津
（
一
七
九
六
～
九
八
）
、
近
江
（
一

七
九
七
）
、
東
海
道
（
一
七
九
七
）
、
河
内
（
一
八
〇

一
）
、
木
曽
路
（
一
八
〇
五
）
な
ど
を
冠
し
て
次
々
と
版

行
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
古
来
か
ら
の
近
畿
圏
の
名
所
を

ほ
ぼ
網
羅
し
、
さ
ら
に
京
都
を
再
度
舞
台
と
し
て
「
都

（
京
都
）
」
の
「
林
泉
（
庭
園
）
」
と
「
名
勝
（
風
光
明
媚
な
景

勝
地
）
」
を
主
題
と
し
た
『
都
林
泉
名
勝
図
会
』
を
一
七

九
九
年
に
版
行
し
た
の
で
あ
る
。
秋
里
の
「
名
所
図
会
」

は
関
西
を
中
心
と
し
て
名
所
の
現
地
に
取
材
し
、
詳
細

な
図
版
と
解
説
を
付
し
た
図
会
に
よ
り
当
時
多
く
の
人

々
を
魅
了
し
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

さ
て
、
庭
と
景
勝
地
に
特
化
し
た
図
入
り
名
所
案
内

『
都
林
泉
名
勝
図
会
』
は
、
他
に
類
を
見
な
い
庭
園
の
掲

載
量
と
質
を
も
っ
て
い
る
。
造
園
学
的
に
見
て
、
そ
の
内

容
評
価
の
高
さ
と
現
代
で
も
利
用
可
能
な
観
点
か
ら
、

造
園
学
の
先
達
た
ち
が
原
本
を
利
用
し
て
現
代
版
を

刊
行
し
て
い
る
。
庭
園
の
み
を
抜
粋
し
た
上
原
敬
二
編 

 

『
都
林
泉
名
勝
図
会
（
抄
）
』
（
加
島
書
店
、
一
九
七

五
）
、
詳
細
な
解
説
を
付
し
た
秋
里
離
島
著
・
白
幡
洋

三
郎
監
修
『
都
林
泉
名
勝
図
会
（
上
・
下
） 

京
都
の
名

所
名
園
案
内
』
（
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
九
九
）
な
ど

で
、
そ
れ
ぞ
れ
農
大
図
書
館
で
も
利
用
で
き
る
。
特
に

後
者
は
、
手
軽
な
文
庫
本
で
あ
り
、
巻
末
に
そ
れ
ぞ
れ

収
録
さ
れ
た
林
泉
・
名
勝
の
位
置
図
が
付
さ
れ
て
い
る
の

で
、
携
行
し
て
現
地
を
訪
れ
る
の
に
も
便
利
で
あ
る
。
し

か
し
、
残
念
な
が
ら
両
者
共
に
現
在
は
絶
版
。 

  

以
下
今
回
は
、
上
原
と
白
幡
の
解
説
を
参
考
と
し
な

が
ら
、
『
都
林
泉
名
勝
図
会
』
の
内
容
紹
介
に
努
め
る
こ

と
に
す
る
。 

 

『都
林
泉
名
勝
図
会
』（一
七
九
九
、
寛
政
十
一
） 

 
 

農
大
図
書
館
の
貴
重
図
書
書
誌
情
報
の
解
説
に
は

次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

「
京
都
の
有
名
な
庭
園
を
図
会
し
各
故
実
由
来
を
解

説
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
の
凡
例
に
「
こ
の
書
は
前
板

『
築
山
庭
造
伝
』
を
基
と
し
、
京
都
四
方
名
庭
の
林
泉
を

聚
め
て
、
新
に
都
林
泉
名
勝
図
会
と
題
す
、
然
れ
ど
も

宮
殿
、
台
榭
、
山
閣
、
水
亭
、
蝸
舎
、
蓬
戸
の
林
泉
頗
る

多
し
、
余
は
他
日
縁
を
需
め
て
巡
覧
し
後
篇
に
備
ふ
」
と

あ
り
て
諸
寺
方
丈
書
院
の
名
畫
名
筆
ま
た
は
什
宝
虫

干
の
体
相
の
大
略
を
も
記
し
て
あ
る
。
巻
一
を
乾
坤
に

分
ち
全
五
巻
六
冊
で
あ
る
。
」 

 

凡
例
中
の
「
後
篇
」
は
出
て
い
な
い
。
本
の
大
き
さ
は
縦

約
二
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
約
十
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
。
版
行
さ
れ
て
か
ら
既
に
二
百
年
以
上
を
経
て
い
る

が
、
京
都
の
庭
園
に
は
こ
の
書
に
描
か
れ
た
姿
と
ほ
ぼ
同

じ
状
況
を
保
っ
て
い
る
所
も
あ
る
。
逆
に
言
え
ば
、
現
実

の
庭
園
に
忠
実
に
版
を
起
こ
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る

し
、
こ
の
図
会
を
元
に
そ
の
後
の
庭
園
管
理
や
修
復
整

備
が
行
な
わ
れ
て
き
た
と
も
い
え
る
。 

 

 

二巻 銀閣寺林泉(＊) 
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二
〇
一
六
年
現
在
、
庭
園
の
修
復
整
備
が
実
施
さ
れ

て
い
る
京
都
東
山
の
国
指
定
名
勝
「
智
積
院
庭
園
」（
ち 

し
ゃ
く
い
ん
）
は
、
名
勝
指
定
（
一
九
四
五
年
）
の
理
由
に

『
都
林
泉
名
勝
図
会
』
に
描
か
れ
た
景
観
を
保
っ
て
い
る

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
、
ま
た
そ
の
図
に
描
か
れ
た
姿
を
修

復
整
備
の
目
標
と
し
て
い
る
。 

   
 

図
会
に
採
録
さ
れ
た
京
都
の
庭
園
は
約
七
十
。
現
存

し
て
い
て
訪
問
可
能
（
一
部
非
公
開
）
な
庭
園
は
、
西
芳

寺
、
天
龍
寺
、
南
禅
院
、
鹿
苑
寺
、
慈
照
寺
、
霊
雲
院
、

退
蔵
院
、
等
持
院
、
大
仙
院
、
龍
安
寺
、
成
就
院
、
歓

持
院
、
霊
洞
院
、
妙
喜
庵
、
大
徳
寺
方
丈
、
金
地
院
、 

南
禅
寺
方
丈
、
高
台
寺
、
西
本
願
寺
対
面
所
、
滴
翠

園
、
本
法
寺
、
知
恩
院
、
雑
華
院
、
智
積
院
、
西
翁
院

な
ど
総
数
の
三
分
の
一
、
二
十
数
庭
園
に
及
ん
で
い
る
。 

上
述
し
た
凡
例
で
「
後
篇
」
に
備
え
た
と
い
う
、
離
宮

や
門
跡
級
の
格
式
の
高
い
寺
院
等
の
庭
園
は
省
か
れ
て
い

る
。
現
存
す
る
省
か
れ
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
庭
園
は
、
京

都
御
所
、
桂
離
宮
、
修
学
院
離
宮
、
二
条
城
、
三
宝

院
、
曼
殊
院
、
青
蓮
院
、
園
通
寺
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
庭
園
は
江
戸
時
代
の
一
般
庶
民
に
と
っ
て
は
、
極
め
て

敷
居
の
高
い
場
所
で
あ
った
。 

 

庭
園
図
会
の
観
賞
方
法 

 

庭
を
描
い
た
図
を
じ
っ
く
り
と
見
て
楽
し
む
の
が
こ
の

本
を
観
賞
す
る
醍
醐
味
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
図

会
観
賞
の
心
得
と
し
て
、
図
の
特
徴
と
し
て
「
凡
例
」
に

示
さ
れ
て
い
る
三
項
目
を
理
解
し
て
お
き
た
い
。 

一
つ
は
、
立
派
な
庭
で
は
建
物
は
省
い
て
庭
主
体
の
図

と
し
、
庭
と
い
っ
た
感
じ
の
し
な
い
所
は
建
物
や
風
景
を

専
ら
描
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
花
や
樹
木
は
四
季
に
わ
た

っ
て
図
中
に
表
現
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
梅
・
桜
・
蓮
・

楓
の
類
が
同
居
混
在
し
て
描
か
れ
て
い
る
。 

 

  

次
に
、
庭
の
遠
景
も
画
く
よ
う
に
し
て
お
り
、
遠
景 

を
も
た
な
い
も
の
は
省
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
図
中
に
人

物
を
画
い
て
庭
の
大
き
さ
の
目
安
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
全
て
の
庭
の
図
中
に
人
物
が
画
か
れ
て
い
る
。 

そ
し
て
、
各
図
に
は
古
人
の
詩
歌
を
添
え
る
か
、
あ
る 

い
は
今
日
の
名
家
の
詩
歌
を
新
た
に
添
え
、
そ
の
中
に
は

秋
里
自
身
の
作
に
な
る
詩
歌
や
俳
諧
狂
歌
も
付
し
た
と 

三巻 智積院(＊) 

四巻 龍安寺方丈林泉(＊) 
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い
う
。
し
た
が
って
、
図
に
画
か
れ
る
風
情
、
そ
の
臨
場
感

は
添
え
ら
れ
た
詩
歌
な
ど
か
ら
も
観
賞
す
べ
き
な
の
で

あ
る
。 

 

図
会
を
持
参
し
て
現
地
に
庭
園
を
観
賞
す
る
か
、
訪

問
し
た
こ
と
の
あ
る
庭
の
図
を
観
賞
す
る
か
。
ど
ち
ら
に

し
て
も
、
京
都
の
庭
と
名
勝
地
を
な
る
べ
く
現
地
に
体

験
し
て
の
本
書
の
観
賞
、
も
し
く
は
本
書
を
携
え
た
庭 

園
観
賞
を
推
奨
し
た
い
。 

 

『都
林
泉
名
勝
図
会
』の
評
価
・価
値 

 

『
都
林
泉
名
勝
図
会
』
の
価
値
に
つ
い
て
は
、
白
幡
監
修

の
本
（
上
巻
）
「解
説
」
を
引
用
し
て
お
き
た
い
。 

 

「
「
林
泉
」
「
名
勝
」
を
標
題
に
し
た
本
書
は
江
戸
中
期

当
時
の
庭
園
や
景
勝
地
を
描
き
今
日
の
文
化
財
に
つ
な

が
る
考
え
方
も
い
れ
て
解
説
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
が
、
現
代
的
に
い
え
ば
当
時
の
人
々
が
数
多
く
訪

れ
る
人
気
の
あ
る
行
楽
地
案
内
と
読
み
か
え
て
も
よ
い
。

図
説
京
都
行
楽
地
案
内
と
理
解
し
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

（
中
略
） 

本
書
の
挿
絵
と
文
章
は
京
都
の
庭
園
史
、
景

観
史
、
社
寺
変
遷
史
等
の
貴
重
な
史
料
に
も
な
っ
て
い

る
。
（
中
略
） 

一
方
、
現
存
す
る
庭
園
で
い
う
と
、
二
百

年
前
の
姿
が
描
か
れ
た
本
書
は
、
庭
園
景
観
の
変
遷
を

う
か
が
う
こ
と
の
で
き
る
こ
れ
ま
た
貴
重
な
比
較
史
料

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
」 

 

解
説
は
次
の
よ
う
に
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。 

「読
者
諸
氏
が
一
般
の
庭
園
案
内
書
や
俗
説
を
そ
の 

 

ま
ま
う
の
み
に
す
る
こ
と
な
く
、
自
ら
の
眼
と
本
書
と
を

用
い
て
自
ら
の
庭
園
観
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
を
期
待

す
る
も
の
で
あ
る
。
」 

 

こ
の
最
後
の
言
葉
に
は
深
く
同
感
さ
せ
ら
れ
る
。 

 

造
園
科
学
科
教
授 

 

鈴
木 

誠 
 

話
の
発
端 

–

戦
前
、
こ
の
場
所
に
自
動
車
神
社
が
在
っ

た
こ
と
を
知
って
ま
す
か
？- 

 

平
成
十
三
年
（二
〇
〇
一
）
三
月
二
十
日
、
東
京
農

業
大
学
農
学
部
最
後
の
卒
業
式
を
行
な
った
。 

私
た
ち
の
農
学
部
農
芸
化
学
科
が
、
名
実
と
も
に
終

焉
を
迎
え
応
用
生
物
科
学
部
生
物
応
用
化
学
科
が
誕

生
し
た
の
で
あ
る
。
学
科
教
職
員
一
丸
と
な
って
、
九
十

年
以
上
続
い
た
学
科
史
「
農
芸
化
学
科
の
あ
ゆ
み
」を
作

成
す
る
こ
と
に
な
った
。
卒
業
式
当
日
が
発
行
日
で
あ
っ

た
。 麻

生
昇
平
編
集
委
員
長
（
現
名
誉
教
授
）の
下
、
私

は
学
科
の
歴
史
資
料
の
収
集
を
担
当
し
た
。 

「内
村
さ
ん
、
昔
こ
の
地
に
自
動
車
神
社
が
在
った
こ
と

を
知
って
ま
す
か
？
」 

「え
ー
、
本
当
で
す
か
？
」 

私
は
全
く
知
ら
な
か
った
。
そ
し
て
麻
生
先
生
の
こ
の

言
葉
が
い
つ
も
頭
の
隅
に
あ
った
。 

そ
れ
か
ら
十
五
年
後
、
昨
年
九
月
の
こ
と
で
あ
る
。

学
科
の
同
窓
会
で
麻
生
先
生
に
お
会
い
し
て
、
こ
の
話
を

聞
き
返
し
た
。 

資
料
を
送
って
頂
き
、
改
め
て
世
田
谷
校
地
前
史
と

し
て
ま
と
め
て
み
た
。 

 東
京
農
業
大
学 

世
田
谷
校
地
前
史 

 

五巻 天龍寺方丈林泉(＊) 
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世
田
谷
の
軍
事
施
設  

 
明
治
政
府
は
、
西
南
戦
争
を
も
って
維
新
揺
籃
期
に

終
止
符
を
う
ち
、
資
本
主
義
と
軍
国
主
義
い
わ
ゆ
る
富

国
強
兵
に
邁
進
す
る
こ
と
に
な
る
。 

ま
ず
近
代
的
な
軍

事
力
の
育
成
に
向
か
って
、
維
新
直
後
の
既
存
の
応
急
兵

営
の
移
転
、
整
備
が
急
務
の
課
題
で
あ
った
。 

明
治
初

年
以
来
、
兵
営
は
旧
大
名
屋
敷
が
そ
の
ま
ま
利
用
さ
れ

た
り
、
旧
江
戸
城
の
皇
居
前
広
場
界
隈
等
が
利
用
さ
れ

て
い
た
り
し
て
い
た
。 

 

最
初
の
兵
営
移
転
は
、
明
治
二
十
年(

一
八
八
七)

、

東
京
鎮
台
歩
兵
第
三
連
隊
の
呉
服
橋
か
ら
麻
布
へ
の
移

転
で
あ
った
。
そ
れ
に
引
き
続
き
旧
兵
営
は
、
赤
坂
、
青

山
、
麻
布
、
四
谷
等
の
地
に
移
さ
れ
て
い
った
。 

し
か
し
そ
の
後
、
増
加
し
た
兵
力
の
収
容
と
そ
の
訓
練

に
と
って
は
ま
だ
不
充
分
な
状
況
で
、
よ
り
郊
外
の
大
規

模
な
兵
舎
と
本
格
的
な
練
兵
場
の
設
置
が
企
図
さ
れ
て

い
った
。  

 

江
戸
時
代
享
保
期
か
ら
将
軍
家
の
御
鷹
場
と
し
て
駒

場
野
が
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
御
鷹
場
が
ま
ず

真
っ先
に
軍
用
訓
練
適
地
と
し
て
目
さ
れ
て
い
る
。  

ま
ず
最
初
に
こ
の
地
に
移
転
し
て
き
た
兵
営
は
、
陸
軍

騎
兵
中
佐 

秋
山
好
古
率
い
る
騎
兵
第
一
大
隊
の
精
鋭

で
あ
る
。 

こ
の
兵
営
の
東
隣
に
新
設
の
近
衛
輜
重
大
隊 

第
一
中
隊
の
兵
営
も 

 

で
き
た
。 

以
後
陸
軍
関
係
の 

移
転
が
始
ま
り
、
明 

 

治
二
四
年(

一
八
九 

一)

以
降
、
目
黒
駒
場 

か
ら
世
田
谷
池
尻
に 

 

か
け
て
一
大
兵
営
と 

練
兵
場
が
出
現
し
て 

い
った
の
だ
。 

こ
う
し 

て
軍
備
増
強
が
進
ん 

で
日
清
・
日
露
戦
争 

に
つ
な
が
って
ゆ
く
。 

 

明
治
三
十
年
代
前
半 

 
 

に
お
い
て
、
下
表
の
ご 

と
く
世
田
谷
地
内
に
、
次
々
と
軍
事
施
設
が
出
来
て
い
っ

た
。
明
治
末
期
に
は
、
さ
な
が
ら
世
田
谷
北
東
部
一
帯

は
、
軍
隊
の
町
と
も
い
う
べ
き
景
観
と
な
って
い
た
の
で
あ

る
。 

  

農
大
の
正
門 

 

世
田
谷
通
り
か
ら
見
る
こ
と
が
出
来
る
農
大
の
顔
で

あ
る
正
門
、
そ
の
正
門
の
門
柱
は
花
崗
岩
と
砂
岩
で
出

来
た
も
の
で
、
二
六
〇×

一
三
〇×

一
三
〇
㎝
の
重
量

感
溢
れ
る
名
品
で
あ
る
。 

大
正
時
代
の
面
影
を
色
濃
く
残
し
、
現
代
的
な
ス
マ

ー
ト
さ
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
い
か
に
も
古
色
蒼
然

と
し
て
重
々
し
い
。
ま
さ
し
く
農
大
一
二
五
年
の
長
い

歴
史
を
象
徴
し
て
い
る
。 

現
在
、
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ
る
場
所
は
、
も
と
も

と
陸
軍
機
甲
整
備
学
校
が
あ
った
と
こ
ろ
で
、
終
戦
直

後
、
本
学
は
渋
谷
・
常
磐
松
か
ら
こ
こ
に
移
転
し
て
き

た
。
陸
軍
機
甲
整
備
学
校
の
建
物
な
ど
は
し
ば
ら
く
の

間
教
室
な
ど
と
し
て
そ
の
ま
ま
使
わ
れ
、
大
正
十
四
年

に
陸
軍
自
動
車
学
校
の
正
門
と
し
て
建
て
ら
れ
た
こ
の

門
柱
は
陸
軍
機
甲
整
備
学
校
を
経
て
農
大
の
正
門
の

門
柱
と
し
て
今
に
残
る
貴
重
な
遺
跡
で
あ
る
。
（
次
頁
・

今
の
写
真
、
自
動
車
学
校
の
写
真
） 
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陸
軍
自
動
車
学
校 

 

大
正
十
四
年(

一
九
二
五)

に
発
足
し
た
、
陸
軍
自
動

車
学
校
は
、
昭
和
十
六
年(

一
九
四
一) 

陸
軍
機
甲
本

部
の
新
設
に
伴
い
、
教
育
総
監
か
ら
機
甲
本
部
長
隷
下

に
入
り
、
陸
軍
機
甲
整
備
学
校
と
名
称
が
改
称
し
て
い

る
。 こ

れ
ま
で
陸
軍
自
動
車
学
校
は
、
大
正
十
四
年(

一

九
二
五)

発
足
以
来
、
ト
ラ
ッ
ク
主
体
の
輜
重
兵
学
、
つ

ま
り
兵
站
輸
送
の
運
転
教
育
機
関
で
あ
った
の
だ
が
、
昭

和
十
四
年
（
一
九
三
九
）九
月
、
第
二
次
世
界
大
戦
に

お
け
る
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
軍
は
、
戦
車
を
中
心
と
し
た
機

械
化
部
隊
か
ら
な
る
機
甲
部
隊
を
活
用
し
て
戦
果
を

あ
げ
て
い
た
情
報
も
入
って
い
た
こ
と
も
あ
り
、
日
本
陸

軍
も
機
甲
部
隊
の
有
用
性
を
認
識
し
、
航
空
に
特
化
し

た
陸
軍
航
空
本
部
の
先
例
に
な
ら
い
、
機
甲
部
隊
の
統

括
機
関
を
設
け
る
こ
と
に
し
た
。 

 

つ
ま
り
機
甲
、
す
な
わ
ち
戦
車
等
を
主
体
と
し
た
機

甲
部
隊
の
戦
略 
統
括
機
関
を
設
け
る
こ
と
に
な
り
、
陸

軍
自
動
車
学
校
は
、
そ
の
組
織
下
に
属
し 

陸
軍
機
甲

整
備
学
校
と
名
称
変
更
と
な
って
い
る
。 

 

因
み
に
輜
重
部
隊(

兵
站
輸
送)
を
養
成
す
る
機
関
と

し
て
は
、
前
年
の
昭
和
十
五
年(

一
九
四
〇)

に
陸
軍
輜

重
兵
学
校
が
陸
軍
自
動
車
学
校
か
ら
目
黒
に
分
離
独

立
し
て
い
る
。 

 

陸
軍
機
甲
整
備
学
校
は
、
太
平
洋
戦
争
後
半
期
に
入

った
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
に
神
奈
川
県
相
模
原

市
に
移
転
し
て
い
る
。
自
動
車
学
校
が
改
編
さ
れ
た
機

甲
整
備
学
校
に
も
触
れ
て
お
く
。 

  

機
甲
整
備
学
校
へ
の
改
編 

 

陸
軍
の
自
動
車
教
育
は
、
初
期
教
育
は
操
縦
教
育
が

主
で
あ
り
、
整
備
教
育
が
従
で
あ
った
が
、
軍
・民
間
に

お
け
る
自
動
車
の
普
及
に
伴
って
、
操
縦
教
育
か
ら
整

備
教
育
へ
と
重
点
を
転
換
す
べ
き
趨
勢
に
な
って
い
った
。 

さ
ら
に
、
軍
の
機
械
化
、
機
甲
化
の
推
進
は
陸
軍
自
動

車
学
校
の
性

格
を
整
備
重

点
に
転
換
す

べ
き
必
然
性

を
高
め
て
い

た
。
こ
の
よ
う

な
背
景
か

ら
、
昭
和
十

六
年
二
月
、

機
甲
本
部
の

設
置
に
伴
っ

て
、
同
年
八

月
一
日
、
陸

軍
自
動
車
学

校
は
機
甲
整

現在の正門 陸軍自動車学校正門 
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備
学
校
に
改
編
せ
ら
れ
た
。 

し
か
し
こ
の
布
石
は
、
事
前
か
ら
進
め
ら
れ
始
め
て
お

り
陸
軍
自
動
車
学
校
研
究
部
の
技
術
部
門
が
、
既
に
昭

年
十
五
年
三
月
に
陸
軍
技
術
本
部
第
五
部
に
移
管
せ

ら
れ
て
い
た
。 

ま
た
一
方
、
実
施
学
校
を
持
た
な
い
輜
重
兵
科
も
十

五
年
十
二
月
一
日
に
は
輜
重
兵
学
校
の
創
設
に
よ
って

念
願
が
果
た
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
見
方
に
よ
って
は
、
輜

重
兵
か
ら
自
動
車
学
校
を
取
り
上
げ
た
代
わ
り
に
輜

重
兵
学
校
を
与
え
た
の
だ
と
も
言
え
よ
う
。 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
陸
軍
自
動
車
学
校
は
、
昭
和
十

六
年
八
月
一
日
を
も
って
廃
止
さ
れ
て
陸
軍
機
甲
整
備 

学
校
と
な
り
、 

大
正
か
ら
昭 

和
に
ま
た
が
る 

十
六
年
余
の
光 

輝
あ
る
歴
史
に 

終
止
符
を
打
っ 

た
の
で
あ
る
。 

同
校
学
校
令 

に
よ
る
と
、
学 

校
は
陸
軍
機 

甲
本
部
長
に 

隷
属
し
、
専
ら 

機
甲
車
両
（も 

ち
ろ
ん
自
動
車 

も
含
ま
れ
て
い 

る
）
の
整
備
に
関
す
る
学
校
で
は
あ
る
が
、
重
点
は
戦

車
、
装
甲
車
、
牽
引
車
に
あ
った
と
言
え
る
。
ま
た
研
究

部
の
業
務
も
「
機
甲
車
両
二
関
ス
ル
調
査
、
研
究
及
試

験
ヲ
行
フ
為
」と
あ
り
、
陸
軍
自
動
車
学
校
令
と
表
現

は
よ
く
似
て
い
る
が
、
専
ら
整
備
関
係
に
限
定
さ
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
学
校
に
は
輜
重
兵
出
身
の
将
校
、
下
士

官
も
多
数
在
職
し
、
学
生
と
し
て
も
入
校
し
て
い
る
。 

  

自
動
車
学
校
の
沿
革 

 

帝
国
陸
軍
は
、
明
治
以
来
歩
兵
の
移
動
は
徒
歩
、
兵

站
輸
送
は
馬
に
よ
る
輜
重
車
運
搬
が
主
力
で
あ
った
。  

輜
重
車
と
は
馬
が
一
頭
で
曳
く
荷
車
で
、
こ
れ
で
は
戦

国
時
代
の
兵
站
輸
送
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
。 

明
治
末
期
か
ら
兵
站
輸
送
で
貨
物
自
動
車
利
用
に

つ
い
て
の
調
査
・
研
究
が
な
さ
れ
て
い
た
が
、
車
自
体
の
性

能
と
耐
久
性
が
未
だ
不
充
分
な
時
代
で
あ
った
。 

〇
大
正 

三
年
（一
九
一
四
）七
月 

 

自
動
車
学
校
設
立
の
為
、
現
東
京
農
大
キ
ャ
ン
パ
ス 

桜
丘
一
丁
目
界
隈
の
土
地
の
買
収
が
開
始
さ
れ
て
い

る
。
一
坪
一
円
八
十
銭 

〇
大
正 

六
年
（一
九
一
七
）
四
月 

信
濃
町
の
輜
重
兵
大
隊
の
八
十
名
の
自
動
車
班
が 

や
って
き
て
、
敷
地
内
で
自
動
車
の
乗
り
回
し
訓
練

や
自
動
車
整
備
の
実
習
訓
練
が
始
ま
った
。 

〇
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
十
二
月 

東
京
府
荏
原
郡
世
田
谷
村
（後
の
陸
軍
自
動
車

学
校
で
現
世
田
谷
区
桜
丘
一
丁
目
、
東
京
農
業
大

学
） 

に
自
動
車
隊
が
創
設
さ
れ
、
わ
が
陸
軍
機
械

化
の
先
駆
と
な
った
。 

同
隊
は
第
一
師
団
隷
下
の
部
隊
で
、
将
校
、
下

士
官
、
兵
に
自
動
車
に
関
す
る
教
育
を
実
施
す
る

の
を
本
務
と
す
る
ほ
か
、
前
述
の
軍
用
自
動
車
試
験

班
の
人
員
、
器
材
を
吸
収
し
、
同
試
験
班
の
任
務

全
般
を
も
継
承
し
た
。 

一
般
自
動
車
業
界
の
日
進
月
歩
の
発
達
、
世
界

大
戦
で
の
自
動
車
の
活
躍
、
自
動
車
編
制
部
隊
の

創
設
等
に
よ
り
、
年
を
経
る
に
従
って
委
員
の
担
当

す
る
試
験
、
研
究
、
調
査
も
広
汎
多
岐
に
わ
た
り
、

技
術
本
部
、
各
兵
科
学
校
、
自
動
車
隊
等
の
使

用
、
依
託
で
は
事
足
り
な
く
な
って
き
て
委
員
直
属

の
試
験
場
建
設
が
要
望
さ
れ
た
。 

貨
物
自
動
車
に
加
え
て
、
第
一
次
世
界
大
戦
に

登
場
し
た
新
兵
器
の
戦
車
に
つ
い
て
も
着
目
さ
れ
、

英
国
滞
在
中
の
水
谷
大
尉
に
よ
り
イ
ギ
リ
ス
か
ら

戦
車
が
一
台
輸
入
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
戦
車
を
種

に
陸
軍
科
学
研
究
所
が
中
心
と
な
って
研
究
が
始

ま
り
、
運
転
操
作
の
訓
練
等
も
あ
り
、
陸
軍
自
動

車
学
校
と
な
る
敷
地
内
で
技
術
向
上
が
は
か
ら
れ

た
。 

〇
大
正 

八
年
（一
九
一
九
）二
月 

  

練
兵
場
に
坂
、
穴
、
鉄
条
網
等
で
妨
害
物
を
設

置
、
皇
族
臨
席
の
下
総
合
訓
練
が
行
わ
れ
た
が
、
車 
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が
穴
に
落
ち
て
出
ら
れ
な
く
な
った
。
雪
の
中
の
救
出

が
５
日
が
か
り
と
な
った
。 

〇
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
十
一
月 

 

第
二
次
買
収
で
六
千
坪
が
坪
四
円
で
買
上
げ
ら

れ
た
。 

〇
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
八
月 

東
京
府
荏
原
郡
世
田
谷
村
の
自
動
車
隊
の
隣
接

地
区
に
敷
地
一
万
百
余
坪
の
中
に
事
務
所
、
試
験

場
、
工
場
、
車
厳
等
の
建
物
を
持
った
試
験
場
が
完

成
し
た
。 

こ
の
場
所
は
ち
ょ
う
ど
現
在
の
農
大
北
門
の
駐
輪

場
か
ら
第
一
高
等
学
校
近
辺
に
あ
た
り
、
本
施
設

は
十
四
年
五
月
、
陸
軍
自
動
車
学
校
の
創
設
に
伴
っ

て
、
同
校
の
研
究
部
と
な
る
の
で
あ
る
。 

〇
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五) 

 

陸
軍
自
動
車
学
校
が
設
立
さ
れ
、
自
動
車
や
ト
ラ

ク
タ
ー
、
戦
車
等
の
運
転
訓
練
そ
し
て
整
備
教
育
が

始
る
。 

〇
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
） 

満
州
事
変
に
際
し
て
は
、
陸
軍
自
動
車
学
校
で
編

成
さ
れ
た
精
鋭
の
自
動
車
連
隊
が
満
州
に
送
ら
れ  

 
 

関
東
軍
自
動
車
連
隊
と
し
て
機
動
的
な
活
躍
を
し

て
、
自
動
車
兵
站
輸
送
の
評
価
・
関
心
が
高
ま
った
。  

し
か
し
陸
軍
は
、
自 

 
 

動
車
自
体
は
、
常
に
地 

 
 

形
に
よ
る
制
約
を
受
け 

 

る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ 

 

ら
の
使
用
に
つ
い
て
は
抑 

制
が
続
き
、
そ
の
後
の 

日
中
戦
争
に
お
い
て
も 

終
戦
に
な
る
ま
で
馬
が 

兵
站
輸
送
、
い
わ
ゆ
る 

輜
重
の
主
力
を
占
め
て 

い
た
。 

  

〇
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
三
月 

 

第
三
次
買
収 

六
百
坪 

坪
六
円 

馬
場
設
置 

〇
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
一) 

陸
軍
輜
重
兵
学
校
独
立 

〇
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
二
） 

陸
軍
機
甲
整
備
学
校 

名
称
変
更 

〇
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
） 

神
奈
川
県
相
模
原
市
移
転 

〇
昭
和
二
十
年(

一
九
四
五) 

八
月
終
戦
で
解
散 

〇
昭
和
二
十
一
年
（ 

一
九
四
六) 

東
京
農
大
が
渋
谷
よ
り
移
転 

〇
昭
和
二
十
二
年 

（
一
九
四
七) 

桜
丘
中
学
、
農
大
付
属
高
校
設
立  

googl 地図 1945 米軍航空写真に加筆 

 

（
軍
用
自
動
車
調
査
委
員
試
験
場
建
物
配
置
図 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

―
後
の
研
究
部
図
） 
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自
動
車
神
社
の
建
立 

 
自
動
車
神
社
の
写
真
を
見
る
と
、
想
像
を
は
る
か
に

超
え
た
立
派
な
神
社
で
あ
る
。 

昭
和
七
、
八
年
頃
学
校
の
試
験
、
演
習
等
で
事
故
が
多

発
し
た
。
当
時
学
校
副
官
で
あ
った
中
村
肇
少
佐 

（
後

に
少
将
、
輜
重
兵
監
）が
、
明
治
神
宮
の
分
祀
を
願
い
許

可
を
得
た
の
で
、
明
治
天
皇
、
土
地
の
氏
神
宇
迦
迺
魂

神
、
学
校
関
係
戦
没
者
及
殉
職
者
の
霊
を
合
祀
し
て
昭

和
九
年
五
月
一
日
に
自
動
車
神
社
を
建
立
し
た
。
そ
の

後
は
同
神
社
の
加
護
を
得
て
事
故
は
激
減
し
た
と
記
さ

れ
て
い
る
。 

そ
の
後
、
終
戦
に
よ
り
、
機
甲
整
備
学
校
は
廃
止
さ

れ
御
神
体
は
、
氏
神
様
世
田
谷
八
幡
宮
に
遷
し
ま
し

た
。 世

田
谷
八
幡
宮
で
は
、
そ
れ
か
ら
引
き
続
き
交
通
安

全
の
お
守
り
と
し
て
車
に
付
け
る
「
自
動
車
神
社
御
守
」

と
身
に
つ
け
る
同
肌
守
を
奉
製
し
、
ご
希
望
の
方
に
お
頒

け
し
て
い
る
。
因
に
、
世
田
谷
八
幡
宮
の
御
祭
礼
は
毎
年

九
月
十
五
日
で
、
四
百
余
年
の
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
奉

納
相
撲
が
あ
り
、
依
頼
さ
れ
て
東
京
農
業
大
学
農
友

会
相
撲
部
が
納
め
て
い
る
。 

 

そ
の
昔
、
東
京
農
大
中
庭
の
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
、

横
井
時
敬
像
付
近
に
自
動
車
神
社
が
祀
ら
れ
て

い
た
。 

    

自動車神社 

昭和 20 年、世田谷へ移転した当初の東京農業大学 

自動車神社 

自動車学校見取図 
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資
料 

学
校
物
語
「
陸
軍
自
動
車
学
校
」
輜
重
兵
会
編 

偕
行
社 

座
談
会
「
陸
軍
自
動
車
学
校
」
輜
重
兵
会
編 

偕
行
社 

偕
行
社
叢
書 

そ
の
壱 

座
談
会
「
「
輜
重
兵
概
史
」 

偕
行

社
」 

世
田
谷
八
幡
宮 

交
通
安
全
自
動
車
神
社
御
守
の
由
来 

三
道
楽
ノ
ー
ト

http://blog.livedoor.jp/beckykusam
akura/archives/45881783.

htm
l 

  
 

 
 

 
 

 

東
京
農
業
大
学
名
誉
教
授 

 

内
村 
泰 

    

   

          

           

  
 

 

   

  

本
紙
の
創
刊
号
に
お
い
て
、
「
大
日
本
農
会
附
属
私

立
東
京
高
等
農
学
校
の
初
代
校
長
田
中
芳
男
」
と
題
し

て
、
拙
文
を
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
る
。
本

年
は
、
そ
の
田
中
芳
男
の
没
後
百
年
に
当
た
る
。
芳
男

は
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
六
月
二
二
日
、
七
七
歳
で

没
し
て
い
る
の
で
、
そ
こ
か
ら
数
え
て
百
年
で
あ
る
。
芳

男
が
そ
の
基
礎
を
築
い
た
国
立
科
学
博
物
館
で
は
、
没

後
百
年
の
記
念
展
示
を
企
画
し
て
い
る
と
聞
き
及
ん
で

い
る
し
、
幹
事
長
・
副
会
頭
な
ど
と
し
て
発
展
に
尽
力
し

た
大
日
本
農
会
で
は
、
機
関
誌
『
農
業
』
五
月
号
に
顕

彰
企
画
と
し
て
の
記
事
を
掲
載
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
田
中
芳
男
を
再
度
取
り
上
げ
、

改
め
て
そ
の
経
歴
と
業
績
に
つ
い
て
紹
介
し
て
み
た
い
。

な
お
、
芳
男
に
関
す
る
著
述
は
、
か
つ
て
は
専
門
書
以
外

に
存
在
し
な
か
っ
た
が
、
近
年
で
は
、
モ
リ
ナ
ガ 

ヨ
ウ

『
捃
拾
帖
―
東
京
大
学
の
学
術
遺
産
―
』
（
二
〇
一
四
、

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
）
な
ど
、
一
般
書
も
出
版
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
知
名
度
が
上
が
り
つ
つ
あ
る
。
ち
な
み
に
、

『
捃
拾
帖
』
と
は
、
芳
男
が
、
約
六
〇
年
間
に
わ
た
って
収

拾
し
た
様
々
な
資
料
を
、
貼
り
込
ん
だ
ス
ク
ラ
ッ
プ
帖

で
、
現
在
は
東
京
大
学
総
合
図
書
館
の
「
田
中
芳
男
文

庫
」
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。 

野球グランドのスコアボードのあたりに整備工場が在った 世田谷八幡宮と自動車神社御守 

渋谷から移転した当初 

学内にはまだ遺物が点在していた 

東
京
農
業
大
学
の
人
々
（六
） 

 
 

 
 

 

―
田
中
芳
男
ふ
た
た
び
― 

 

http://blog.livedoor.jp/beckykusamakura/
http://blog.livedoor.jp/beckykusamakura/
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田
中
芳
男
は
、
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
八
月
九
日
、 

当
時
の
信
濃
国
下
伊
那
郡
飯
田
中
荒
町
（
現
・
長
野
県

飯
田
市
）
に
、
医
師
で
あ
る
田
中
隆
三
（
規
定
・
如
水
）
の

三
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
郷
里
で
学
問
の
基
礎
を
身
に

つ
け
た
後
、
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
、
二
〇
歳
に
し
て

尾
張
の
伊
藤
圭
介
の
門
に
入
り
、
本
草
学
等
の
研
究
に

従
事
し
た
。
師
の
圭
介
は
、
江
戸
時
代
末
期
か
ら
明
治

期
に
か
け
て
の
日
本
を
代
表
す
る
本
草
学
者
・
植
物
学

者
で
、
わ
が
国
の
理
学
博
士
第
一
号
と
し
て
も
知
ら
れ

る
。
先
に
挙
げ
た
『
捃
拾
帖
』
が
始
ま
っ
た
の
は
、
こ
の
頃

か
ら
で
あ
る
（
大
正
五
年
ま
で
に
九
八
冊
）
。
芳
男
は
、

万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）に
い
った
ん
郷
里
飯
田
に
戻
った

が
、
翌
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
、
幕
府
の
蕃
書
調
所
に

物
産
学
の
部
局
が
設
け
ら
れ
、
伊
藤
圭
介
が
同
出
役
と

な
る
の
に
伴
い
、
江
戸
に
出
、
翌
年
に
は
蕃
書
調
所
物
産 

 

方
手
伝
出
役
に
任
命
さ
れ
た
。
の
ち
、
蕃
書
調
所
は
洋 

書
調
所
、
開
成
所
と
名
称
が
変
わ
っ
た
が
、
こ
の
間
、
西

洋
野
菜
等
の
試
作
、
目
録
作
成
な
ど
を
試
み
て
い
る
。
慶

応
二
年
（
一
八
六
六
）
パ
リ
万
国
博
覧
会
出
品
用
の
昆

虫
採
集
（
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
と
し
て
著
名
な
奥
本
大
三

郎
氏
の
言
う
「
虫
捕
御
用
」
）
に
従
事
、
年
末
に
は
万
国

博
覧
会
の
事
務
官
と
し
て
パ
リ
に
出
張
し
た
。
こ
の
時
、

パ
リ
で
植
物
園
・
動
物
園
・
博
物
館
機
能
を
兼
ね
備
え
た

ジ
ャ
ル
ダ
ン
・
デ
・
プ
ラ
ン
ト
を
見
学
し
、
大
き
な
影
響
を

受
け
た
。 

 

帰
国
後
、
間
も
な
く
徳
川
幕
府
は
倒
れ
、
明
治
元
年

（
一
八
六
八
）
に
は
明
治
新
政
府
の
指
揮
下
に
入
っ
た
開

成
所
の
御
用
掛
と
な
っ
た
。
開
成
所
は
、
開
成
学
校
、
大

学
校
分
局
、
大
学
南
校
と
め
ま
ぐ
る
し
く
名
称
が
変
わ

っ
た
が
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
、
大
学
を
廃
し
て
文 

部
省
が
設
置
さ
れ
る
と
、
芳
男
は
文
部
少

教
授
、
博
物
局
掛
な
ど
を
勤
め
た
。
明
治

六
年
（
一
八
七
三
）
、
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧

会
に
一
級
事
務
官
と
し
て
出
張
、
帰
国
後

の
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
内
務
省
勧
業

寮
に
出
仕
し
た
。
内
務
省
勧
業
寮
と
は
、

大
久
保
利
通
ら
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
た
殖

産
興
業
政
策
を
担
当
す
る
中
央
官
庁
で
、

そ
の
農
政
部
門
は
の
ち
勧
農
局
と
し
て
独

立
し
た
。
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
、
米
国

の
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
万
国
博
覧
会
に
事
務 

 

官
と
し
て
出
張
、
帰
国
後
の
翌
九
年
（
一
八
七
六
）
二
月

に
は
内
務
省
権
大
丞
に
就
任
し
た
。
こ
の
年
一
一
月
、

現
在
の
目
黒
区
駒
場
の
土
地
を
調
査
し
て
、
農
学
校
の

建
設
用
地
を
定
め
た
。
こ
の
農
学
校
が
、
の
ち
の
駒
場
農

学
校
で
、
そ
の
後
身
が
東
京
大
学
農
学
部
と
な
る
。
明

治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）
内
務
省
権
大
書
記
官
、
明
治

一
二
年
（
一
八
七
九
）
に
は
勧
農
局
・
博
物
局
事
務
取

扱
と
な
っ
た
。
こ
の
間
、
第
一
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の
審

査
官
を
務
め
た
り
、
小
笠
原
島
に
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
の
移
植

を
図
った
り
し
て
い
る
。 

 

明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）
四
月
、
新
た
に
農
商
務
省

（現
在
の
農
林
水
産
省
）が
設
置
さ
れ
、
内
務
省
勧
農
局

な
ど
の
事
務
が
同
省
に
移
管
さ
れ
る
と
、
芳
男
は
同
省

大
書
記
官
・
農
務
局
長
に
就
任
し
た
。
農
政
担
当
の
ト

ッ
プ
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
年
、
わ
が
国
初
の
全
国
的
規
模

の
農
業
結
社
と
し
て
大
日
本
農
会
が
設
立
さ
れ
る
が
、

芳
男
は
創
設
と
同
時
に
同
会
幹
事
と
な
っ
た
。
ち
な
み

に
、
会
頭
は
皇
族
か
ら
北
白
川
実
宮
能
久
親
王
、
幹
事

長
に
は
農
商
務
省
で
卿
（
現
在
の
大
臣
）
に
次
ぐ
地
位
に

あ
った
品
川
弥
二
郎
が
就
任
し
て
い
る
。
大
日
本
農
会
に

お
い
て
、
芳
男
は
そ
の
後
、
明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）

か
ら
数
回
に
わ
た
っ
て
幹
事
長
に
選
ば
れ
、
明
治
三
五

年
に
は
副
会
頭
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
前
出
拙
稿
に
も

記
し
た
が
、
東
京
農
業
大
学
の
前
身
で
あ
っ
た
大
日
本

農
会
附
属
東
京
高
等
農
学
校
の
初
代
校
長
に
就
任
し

た
の
は
こ
の
頃
で
あ
る
。
芳
男
は
大
日
本
農
会
以
外
に 

飯田市にある田中芳男と弟・義廉の顕彰碑 
（筆者撮影） 
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も
、
大
日
本
山
林
会
や
大
日
本
水
産
会
（
大
日
本
農
会

と
合
わ
せ
て
こ
の
三
つ
の
会
を
三
会
と
呼
ぶ
）
の
幹
事
長
・

会
長
を
務
め
、
ま
た
日
本
園
芸
会
副
会
頭
、
大
日
本
織 

物
協
会
副
会
頭
、
日
本
材
木
業
連
合
協
会
会
長
な
ど
、

農
商
務
省
に
関
連
す
る
団
体
の
役
員
を
歴
任
し
た
。 

 

明
治
一
六
年
（
一
八
八
三
）
、
芳
男
は
元
老
院
議
官
に

転
出
し
、
農
商
務
省
か
ら
離
れ
た
が
、
そ
の
後
も
繭
生

糸
織
物
陶
漆
器
共
進
会
審
査
長
、
水
産
共
進
会
審
査

長
、
内
国
勧
業
博
覧
会
審
査
部
長
・
評
議
員
、
農
商
工

高
等
会
議
臨
時
委
員
な
ど
、
農
商
務
省
に
関
連
し
た
要

職
を
歴
任
、
ま
た
小
野
職
愨
と
の
共
著
で
は
あ
る
が
、

芳
男
の
代
表
作
と
さ
れ
る
『
有
用
植
物
図
説
』
全
七
冊

を
始
め
、
『
水
産
名
彙
』
『
林
産
名
彙
』
な
ど
、
農
林
水
産

業
に
関
連
す
る
多
く
の
著
述
を
著
し
て
い
る
。 

 

明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
帝
国
議
会
が
開
か
れ
る 

 

と
、
貴
族
院
議
員
に
就
任
、
藍
綬
褒
章
を
受
章
し
た
。 

同
年
、
三
重
県
伊
勢
市
に
神
宮
農
業
館
と
し
て
現
存
す 

る
神
苑
会
農
業
館
建
設
委
員
長
と
な
り
、
翌
二
四
年
に

は
開
館
に
こ
ぎ
着
け
た
。
農
業
館
は
現
存
す
る
も
の
で

は
、
わ
が
国
最
古
の
農
業
博
物
館
で
あ
る
。
農
業
館
の

展
示
資
料
に
つ
い
て
は
、
芳
男
の
編
纂
に
な
る
『
農
業
館

列
品
目
録
』
が
、
明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）
に
刊
行
さ

れ
て
い
る
（
明
治
四
四
年
［
一
九
一
一
］
に
第
二
版
刊

行
）
。 

 

明
治
三
九
年
（
一
九
〇
六
）
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
功
績

に
よ
り
、
勲
一
等
瑞
宝
章
を
受
章
、
帝
国
学
士
院
会
員

と
な
り
、
さ
ら
に
は
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
に
は
、
わ

が
国
の
学
術
並
び
に
産
業
の
発
展
に
果
た
し
た
勲
功
に

よ
り
、
男
爵
の
爵
位
を
授
け
ら
れ
た
。 

 

大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
六
月
、
神
経
痛
に
胃
潰
瘍
を

併
発
、
重
態
に
陥
った
た
め
、
同
月
二
一
日
、
特
旨
を
も

っ
て
従
二
位
に
叙
せ
ら
れ
た
が
、
翌
二
二
日
、
本

郷
区
金
助
町
（
現
在
の
文
京
区
本
郷
）
の
自
宅
で

逝
去
し
た
。
享
年
七
七
歳
で
あ
っ
た
。
二
四
日
、

谷
中
斎
場
で
神
葬
祭
が
行
わ
れ
、
谷
中
墓
地
に

葬
ら
れ
た
。 

 

国
際
食
料
情
報
学
部
長 

 
友
田 

清
彦 

  

 
 

編
集
後
記 

 

図
書
館
が
有
す
る
貴
重
書
の
紹
介
は
、
造
園
科
学
科
教

授
鈴
木
誠
先
生
に
よ
る
造
園
関
連
貴
重
書
の
紹
介
全
三
回

が
始
ま
り
ま
し
た
。
大
学
の
歴
史
に
関
し
て
名
誉
教
授
内

村
泰
先
生
が
寄
稿
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
教
育
後
援
会

発
行
の
『
農
大
学
報
』
に
十
回
の
連
載
で
農
大
の
歴
史
を
紐

解
く
ご
寄
稿
を
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
本
稿
は
そ
の
続
編
で

し
ょ
う
か
。
食
料
環
境
経
済
学
科
友
田
教
授
に
よ
る
「
東
京

農
業
大
学
の
人
々
」
も
創
刊
号
か
ら
続
い
て
お
り
ま
す
。 

大
学
史
資
料
室
通
信
も
、
本
号
で
第
10
を
迎
え
ま
し

た
。
数
々
の
先
生
方
の
ご
寄
稿
の
お
蔭
で
す
。
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

本
年
四
月
に
第
二
一
代
図
書
館
長 

北
田
紀
久
雄
先
生

を
迎
え
ま
し
た
。
創
立
一
二
五
年
を
新
し
い
体
制
で
迎
え
る

図
書
館
と
大
学
史
資
料
室
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

＊
本
文
中
で
＊
印
の
付
い
て
い
る
資
料
は
当
大
学
史
資
料
室
の
所
蔵
資
料
で
す
。 

当
資
料
室
で
は
東
京
農
業
大
学
史
に
関
す
る
資
料
を
ひ
ろ

く
収
集
し
て
お
り
ま
す
。
東
京
農
業
大
学
史
関
係
資
料
や
、

各
種
情
報
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も 

結
構
で
す
の
で
、
左
記
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 
 

 

東
京
農
業
大
学 

 
 

 
 

 

図
書
館 

大
学
史
資
料
室 

〒
１
５
６-

８
５
０
２ 

東
京
都
世
田
谷
区
桜
丘
１-

１-

１ 

電
話 : 

０
３-

５
４
７
７-

２
５
２
６ 

Ｆ
Ａ
Ｘ: 

０
３-

５
４
７
７-

２
５
４
６ 

 

飯田市美術博物館にある 
田中芳男の胸像 （筆者撮影） 

 


